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第1表　GNP．設備投資。消費需要の平均拡張率

昭和22年～25年平均

　　26年～30年平均

31年

32

a3

34

35

36

平均増加率（％）

G（葛P毒舗陵欝鴛
10．7

8．9

9．0

7．9

－

3．2

18。0

13．2

14．0

2．3’

9．0

54．2

23．3

6．7

26．8

37．9

25．5

10。5

10．3

6．1

6，4

5。5

7，7

8．6

9．0

（a）／（b）

3．2

0．99

（b）／（c）

0．34

0．87

0，17

0，34

0．48

0，67

0．35

0．55

8．89

3．64

1．22

3．48

4．41

2．83

31年一36年平均【
10．9　　　　29．1 7・・2 レα37 4．64

（資料）　経済企画庁経済研究所

第2表　設備投資の重化学工業部門集中度と内部資金充足率　　（％）

　重化学工業部門の設備

｝投資が占める割合

設備投資の内部資金充’

足率

昭和26年～30年平均 20．1 48．6
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（注）　ここでいう重化学工業とは、鉄鋼業・機械工業。化学工業からなる。

（資料）　開発銀行「統計要覧」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t・／
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第3表　所得・鉱工業生産・卸売物価の対前年増減率平均 （％）
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④

明治7～14年平均
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6．3
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4．6

大川推計
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△　0．1
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0，0

8，6

山田推計

名目所得
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8，3
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0．7

8．4

東　　京

卸売物価

1．6

L8

4．4

3．7

8．3

△　3．2

4．2

名古屋高商

’鉱工業生産

25，7

7．3

12．5

7．2

19．3

δ．　7

13．7

（注）名古屋高商鉱工業生産は、昭和12年までのものである。

（資料）大川推計については、大川一司「日本経済の成長率」、山田推計につい

　　　ては、山田雄三「日本国民所得推計」、東京卸売物価指数、名古屋商．

　　　鉱工業生産指数は、日本統計概究所編「日本経済統計集」
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第6表　実質払込資本増加額

期 間

明治18～22年平均

23～32年

33～39年

40～大正8年

大正9～昭和3年

昭和4～12年

実質払込資本
増加量平均
　（百万円）

54

146

ga

413

537

669

対前期増減率
（％）

170．3

△32。9

324．1

30．0

24．　0

（注）デフレーターとしては東京卸売物価指数を用いた。

（資料）　日本統計研究所編「日本経済統計集」
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